
- 1 - 

 

中心地域整備に関する調査特別委員会（第５回） 

日  時  平成２７年１１月２０日（金）                 

１４：００～１５：２１ 

場  所  議会棟 第２会議室 

 

出席者   委員長、副委員長、委員１０名（欠席：なし）（傍聴者：なし） 

説明員   中村副町長、青葉農林課長、木下企画課長、浅田専門監 

書 記   佐伯主事、岩﨑事務局長 

 

○山本委員長  失礼いたします。午前中の臨時議会そして全員協議会お疲れ様でし

た。ただいまより、中心地域整備に関する調査特別委員会を開催いたします。本日の

議題といたしましては、M･A サービスの経営計画について、また道の駅日南出荷者協

議会についての調査を行いたいと思いますので、よろしくお願いいたします。そうい

たしますと企画課の方から説明をお願いいたします。副町長。 

○中村副町長  失礼します。本日は中心地域整備構想の整備にかかる特別委員会と

いうことで、前回は9月の時に委員会第4回があったというふうに思っております。本

日5回目ということでありますので、前回からの課題或いは動き等を中心にですね、

今回までの判明しているものについて、ご説明させていただきたいというふうに思っ

ておりますので、来春のオープンに向けての鋭意努力はしているところではあります

けれども、いろいろな考え方もありますので議員の皆さんにもご意見を賜りながら、

オープンに向けて盛大なオープンができるように努めていきたいというふうに思って

ますので、どうぞよろしくお願いをしたいと思います。なお1点ですが、私の方から

ですが、いろんな内容を検討している最中でありますけれども、その中の一つとして

オープニングも来春ありますので、その記念品の一つとして今町産の酒米を利用して

お酒を作りたいというふうに検討しておりまして、その方向で今限りないというわけ

ではありませんけれども、記念品用として当面考えたいという内容ですけれども。そ

のお酒記念のお酒を作りたいというふうに思っとりますし、またそれに向けた酒用、

ビン用のロゴマーク等もですね、検討していっておるということでありますので、そ

れ以外にもいろんな特産品の開発あたりを検討はしておるところでありますけれども、

当面の一つとして報告をしたいというふうに思っております。ご意見を賜りまして、
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本日の委員会の内容をですね、ご意見いただければというふうに思いますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○山本委員長  そういたしますと、企画課から説明をお願いします。浅田専門監。 

○浅田専門監  座って失礼いたします。お手元のタブレットの2ページ目からご覧

いただきたいと思います。オープン予定日から書いてございますけれども、先日です

ね、11月5日にですね道の駅の登録が完了いたしましてですね、その際に倉吉河川国

道工事事務所の所長様、それから鳥取県の方とも協議しながらですね、オープン日の

方を来年の4月22日金曜日ということで決定いたしました。これについてもですね M･

A サービスさんの社長、それから駅長、それから副町長以下役場の者で毎週定例会と

いうものを開いておりまして、その席上でもですね検討してこの日に決定いたしまし

たので、ご報告をまずさせていただきたいと思います。それから愛称をどうするのか

ということで、これまで出荷者協議会が中心となって直売所の名前をつけるかつけな

いかという部分もですね検討してきましたけれども、直売所については愛称は付けな

いということで、それで進むということで今いっておりますし、レストランについて

はですね、「ほっとす」という名前に今会議で含めてですね決定いたしました。下に

も書いてございますように HOTS これ頭文字各県の頭文字をとって4県に接している

町の地の利ということを前面に出すという意味合いも込めて、このほっとすという名

前にしております。それから右手に予算をつけていただきましたですね、江府インタ

ーチェンジの告知看板、それから4月からは本式の看板にはなるんですけれども、3月

までの看板を今発注いたしまして、これに道の駅のマークも付けますけれども、これ

にあとどこにできるかというものも含めたり、それから4月オープンとしていますけ

れども、正式に本日の報告をもちまして4月22日オープンというものも字も入れなが

らですね、これから作業の方にかかっていくという計画でございます。次の3ページ

目をご覧ください。次の道の駅の基本方針案と書いておりますけれども、これは前回、

前々回ですか特別委員会の方でも説明をさせていただきましたが、この真ん中の赤字

のところですね、ここを若干変えております。基本理念「つくる喜び、届ける喜び、

手にする喜び、環境を守る喜びを育むにちなん日野川の郷」という基本理念といたし

ましたので、このことも併せてご報告しておきたいと思います。こういうことを基本

理念に持ちながらですね、直売所レストランの運営の方を当たっていくということで

確認をしております。次のページのコンセプトと書いてあるところをご覧いただきた
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いと思います。ここの道の駅、やはり一番のよそとの差別化しておりますのは、やは

り環境に配慮した道の駅というのを前面に出すということで、環境に関する事、環境

貢献ができる道の駅ということを前面に出したコンセプトで運営していきたいという

ことで話をしております。それから、そこの道が駅の地方創生のステーションとなる

という事。これまでもご説明しましたようにそこの直売所には物が集まり、人が集ま

りそれから経済活動も生まれというようなことで、これからの日南町の活力の源とな

るようなですね、道の駅にしていくんだというようなことをコンセプトに掲げさせて

いただいております。それから次のページをご覧いただきたいと思います。営業時間、

休日これも先程申しました、経営者会議の方で話をする中でこのようなことで案を持

っております。まず営業時間ですけれども、直売所は4月1日から9月30日、いわゆる

日が長い時間時期ですね、これは午前9時から午後6時までと、それから秋の時期迎え

まして10月1日からは始まりは同じですけれども、午後5時までということ。それから

冬の冬期間ですけれども12月からは9時から4時までということで考えております。下

はレストランはテナントですのであれですけれども、一応レストランの方も決められ

ましたので、ご報告は併せてさしていただきたいと思います。基本9時から6時ですけ

れども、午前中の昼までの時間9時から11時までは喫茶時間ということで軽食の提供

ということに留めて、それから11時から食事提供を行うということを聞いております。

それから休日ですけれども、月に1回は休日を設けるということで、そこは職員の研

修であるとか商品の入れ替えとか、そういったことに充てたいということで、毎月の

第2水曜日を休日に店舗の定休日ということにしております。年末年始につきまして

は、12月31から1月3日までということで確認をしております。次のページをご覧く

ださい。道の駅の勤務シフトを上げておりますけれども、日曜日から土曜日まで、上

から販売員さんが4名その下から地域おこし協力隊の方2名と駅長事務員ということで、

8名体制で勤務シフトを組んでおります。この8名が基本的なここの職員ということに

なります。販売員さんにつきましては、正職員ばかりではなくて、パート職員さん等

もおられます。日曜日なんかは人が多い時間日にちにつきましては7日とか、少ない

と想定される曜日なんかは5人ぐらいのこういったぐらいのシフトでですね、営業し

ていきたいと。そのうち上4人の販売員さんについては、これからあとで説明させて

いただきます、販売委託料等で賄うという事になりますが、この下の4名地域興し協

力隊の2名と駅長事務員につきましては、町の方が委託料を出すというようなことを



- 4 - 

 

今考えております。これも後ほどご説明さしていただきたいと思います。次にページ

をご覧いただきたいと思います。売上別試算と書いてありますけれども、左から

5,220万の欄から9,800万、1億5,600万の欄を作っておりますが、初年度の売上目標

はですね、この黄色の部分9,800万、約1億を目指しております。その下に1億7,000

万と書いておりますが、これは道の駅全体の売上を想定しております。道の駅のです

ねどういったものどれぐらいということはですね、その下に黄色いところをご覧いた

だけたらと思いますが、まず生鮮の方から5,000万、加工品が2,000万、米が1,500

万、その他として1,300万、占めて9,800万という内訳を想定しております。と言い

ますのが、この売上にかかります手数料というのがそれぞれ若干違ってきております。

生鮮なら15％、それから米なら7％、加工品20％、その他も同様にということで、こ

れだけを売上たらそれだけの収入が入るということでございます。次のページをご覧

いただきたいと思います。その売上を得るために店を運営していくのにどれだけ経費

がかかるのかというものが、この運営経費の資産ということでございます。A 欄から

K 欄までずっと掲げておりますけれども、人件費だとかそれから通信費交通費という

ことでずっと上げておりますけれども、この中でですね人件費のうちでも駅長と事務

員については、町が委託料として負担しましょうと。それが819万6,000円。それか

ら下に赤字で書いております H 欄から K 欄までの光熱水費であるとか、広告費リース

代イベントの企画費こういったものをですね、町の方で負担といいますか委託料とし

て見ましょう。見たらどうかということで提案させて頂いておりますけれども、871

万円を考えております。これにかかるすべての経費としましては3,182万7,000円と

いうものを今この中では考えております。次のページをご覧ください。次の経営資産

と書いております。この中で売り上げ1億を目指すということで9,800万の売上で経

営がどのようになるのかというのがこの表でお示ししております。まず9,800万売上

がありますと、それの売上原価8,285万円これがいわゆる出荷者の方のお手元にいく

お金、それから3番の売上純利益、ここの部分が先程申し上げました生鮮なら15％加

工品なら20％の部分の売り上げがここに上がっております。それが1,515万円で、先

程ご説明いたしました売上を得るための経費が3,182万7,000円ということですので、

3,182万7,000円から1,500万の売上ということですので、営業利益としてはマイナ

ス1,667万7,000円ということでございます。6番の方に町の負担を書いておりますけ

れども、人件費819万6,000円それから運営費871万円これを委託として委託料として
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出すと、7番の経常利益ということで22万9,000円の黒字が出ますという試算をして

おるところでございます。以上がですね。企画課の方からですね今までの経営者会議

の中からいろいろ聞いたりそれから相談する中でお示しできる試算ということでござ

います。以上でございます。 

○山本委員長  ただいまの説明につきまして、質問ご意見ございますでしょうか。

大西委員。 

○大西委員  レストランの人員が入ってないんですけれども、これは入っているん

ですか。例えば調理する人とか。 

○山本委員長  浅田専門監。 

○浅田専門監  レストランにつきましてはテナントですので、ここの委託料、町か

らの委託料等も全く出しません。M･A さんがいわゆるテナント料家賃を払われて出店

される部分ですので、ここには入ってきません。ただ、そこで雇用される人数という

ものは当初ここの全体で12､3名ということを聞いておりますので、4､5名の雇用はあ

るというふうに思っております。 

○山本委員長  近藤委員。 

○近藤委員  この道の駅でこうやって物品が寄ったり、土産物が寄るわけですけれ

ども、通販等は考えておられるのかおられんのかということと、それから人件費、シ

フトが載っておりますけれども、それから営業時間が季節によって違うわけで。そう

した場合にこの人件費の算出に営業時間の差も含んで計算されておられるのか。ちょ

っとその辺を伺いたいと思います。 

○山本委員長  浅田専門監。 

○浅田専門監  営業時間はあくまで店を開けている時間ということ、店舗の開店時

間ということですので、その前に実は出荷者の方は持って来られたりします。その場

面でもですね、いわゆる出勤されるといいますか、そういったこともございますので、

あくまで一日の勤務時間を8時間を基本に考えてもらっております。それから通販で

すけれども、当面は店舗の経営に専念するという事で。といいますのがなかなか通販

といいますと事前に店の商品を先取りといいますか、青田買いじゃないですけれども、

そういった事になってしまいますので、その辺の部分の問題を解決をしながら通販の

事業の方は今後検討していきたいというふうに考えております。 

○山本委員長  その他ございますでしょうか。坪倉委員。 
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○坪倉委員  まず道の駅全体の建物、駐車スペースも含めですけれども、全体の管

理責任といいましょうか、管理者は誰になるのかということと、それから経営試算で

いろいろ書いてありますけれども、売り上げが予定通りいかなかった場合、何らかの

都合で売り上げが下回った場合、或いは費用が増えた場合、これらのいわゆる赤字と

いう俗に言う赤字経営になった時の処理の方法についてはどのようにお考えですか。 

○山本委員長  中村副町長。 

○中村副町長  2点ご質問があったというふうに思いますが、まず最初に全体的な

建物スペースも含めての管理者というところでありますが、建物についてはそれぞれ

管理者がおりますので、例えば加工所は加工所ですし、レストランはレストランのと

ころがあります。ですから、後残りの直販とか24時間のトイレ、情報発信のコーナー

につきましては、基本的には M･A サービスの方の管理者になるというふうに、駐車場

も含めてですね基本的には思ってますが。細部にわたっては部分的には裏側のスペー

スだとかいろいろありますので、つめたいというふうに思いますけれども基本的には

M･A サービスの方で一括委託ということを検討しております。それと収支の関係で、

仮に赤字になった時のケースというところのご質問がありましたけれども、初年度と

いうところもありますので、基本的にどれだけの売り上げがあるかというところが、

やはり経営者の方も不安だということはおっしゃっておられます。もちろんその通り

だというふうに思っておりますし、できるだけそうならないように町としても努力し

ていかないといけないということはあろうかなというふうには思っております。ただ、

実質問題そういったケースが生まれる可能性も当然あるわけですので、想定といいま

すか、そういう結果になりうることはあるかなというふうには思っていますので、基

本的にはですね努力の中で頑張っていただきたいというふうに思っておりますけれど

も、何らかの進行する状況に応じて定期的に経営状況というところの打ち合わせはし

ていくというところは必要だろうというふうに思っておりますの。基本的には赤字の

理由の事も在ろうかなというふうに思いますけれども、基本的には M･A の方で責任を

というふうに思っておりますが、内容によっては町の支援もやっぱり考える余地が残

っているなら、その方も全面的ということではなくて、そういう考え方も持っておる

というふうに、今は現時点ではお伝えしたいと思います。ただ一定のラインとして先

程説明しました人件費なり運営費の補助というところはですね、今の段階ではこうい

う考え方で括りで話を進めておりますし、同意を得ているというふうにご理解いただ
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いても結構かなというふうに思います。 

○山本委員長  坪倉委員。 

○坪倉委員  そうしますと、例えばこの人件費とか光熱費あたりの共通部分も含ま

れておるというふうに理解しますけれども、道の駅運営協議会を組織してやるんだと

いう説明をおっしゃったわけですけれども、その運営協議会の組織なり運営について

はどのように考えておられますか。 

○山本委員長  中村副町長。 

○中村副町長  冒頭ですね、計画の中でそのようなご指摘の協議会を作ってですね、

運営をしますという説明をさせていただいておりまして、段階ではですね M･A サービ

スと町が内容について今詰めているところでありますので、後レストランも当然 M･A

さんですので、同じ中身かなというふうに思いますが、加工所の皆さんとですね最終

的なすり合わせはこれからしたいというふうに思ってますし、また出荷者団体との連

携も当然必要になってきますので、そういったところは鋭意どういいましょうか、確

認も含めてしていきたいというふうに思っていますので。後段で出荷者協議会につい

ての動きについては、説明させていただきますけれども、いずれにしましてもをそこ

との連携は十分とる必要があるというふうに思っていますので、具体的にはこれから

加工所の方も含めてですね、これからということの状況であります。 

○山本委員長  坪倉委員。 

○坪倉委員  野菜等の出荷者協議会も当然運営協議会の中に加わるべきだろうなと

思いますが、例えば28年度 M･A サービスに委託をされるということなんですけれど

も。先程来の説明からすると、施設管理から経営まですべて委託をされるということ

でよろしいでしょうか。町がそこの中に経営的なところに加わるということはないと

いうふうに理解してよろしいでしょうか。 

○山本委員長  中村副町長。 

○中村副町長  基本的にはそのように考えております。ただ、初年度という事もあ

りますので、多少どういいますか想定外いやおかしいですけれども、いう部分が出て

くる可能性があるようでしたら、またそれは一緒になって協議したり整理していく必

要はあるかなというふうに思っておりますけれども。基本的には経営もそうですし、

全体の管理というところも含めてですね、委託に出すという考え方で進めております。

ただ、県が担当する部分と言いましょうか、トイレあたり情報センターあたりについ
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ての委託については県の持ち分がありますので、それはそこで財源として出していた

だくということはありますけれども、基本的には M･A サービスさんの方にお世話にな

るというふうに、委託に出すという考え方を持っております。 

○山本委員長  大西委員。 

○大西委員  運営経費の中の人件費ですね。町負担、駅長事務員の2名ですけれど

も、勤務シフトでいくと地域おこしの2名については町負担、運営経費については地

域おこしは含まずとなっておりますけれども、運営経費としては地域おこしの人件費

も入れるべきじゃないでしょうかという質問です。 

○山本委員長  浅田専門監。 

○浅田専門監  地域おこしの2名につきましては、町の方が雇用しましてですね、

実際のこの数字には上がってきませんけれども、現物支給と言ったら言葉が失礼です

けれども、人を派遣するというような形でですね、働いていただくという考えを持っ

ております。ですので、こちらのいわゆる帳簿上の数字には支払いというか、そちら

の方に上がってこないというふうにご理解いただけたらというふうに思います。 

○大西委員  それはやり方があると思うんですけども、やはりかかる経費という費

用ですね、そこも明確にしておいた方がいいんじゃないでしょうか。例えば地域協力

隊の2名が今度1名になったり3名になったり、それはなんないと思いますけど。その

辺があるんでね。金額が幾らなのかと。本当の運営1人ですからね。その人に変わっ

て誰か地域協力隊使いませんよ、新たに1人どうしても補充せにゃいかんという時は、

やっぱり普通の経費かかるんでね人件費としては。それを思ったわけですけれども。 

○山本委員長  浅田専門監。 

○浅田専門監  おっしゃるようにですね、かかる経費としてですね、地域おこし2

名のお金もかかる経費としてですね上げていくということで、それは明らかにすると

いうことでよろしいでしょうかね。 

○山本委員長  すみません。ちょっと整理をさせてください。先程の質問でいきま

すと5ページですかね。地域おこし協力隊以下4名のところは町負担というふうに書い

てありますよね。それで7ページの人件費部分のところの町の負担のところは2名とい

うふうになっていますよね。そういうことですよね。それで819万6,000円は2名分か

ということですよね。いう質問ですよね。中村副町長。 

○中村副町長  基本的にですね先程浅田の方がいいますけれども、地域おこし協力
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隊につきましては、基本的に身分として町の採用という形で道の駅の方での勤務とい

う考え方です。同じく町負担というふうに5ページの方書いておりますが、駅長と事

務委員につきましては基本的に身分は、町ではなくて M･A サービスの職員としての身

分のなかで町が補填をしましょうといいますか、町の負担として見ましょうという考

え方でありますので、そういった意味で採用条件がちょっと違うというところで、7

ページの方についての運営経費の資産の方にはですね、地域おこし協力隊についての

人件費相当分はですね、入れてないというふうにご理解いただきたいと思います。た

だ、大西議員さんがおっしゃられたのは7ページの運営経費のところで、一緒に道の

駅の中で職員としての同じ行動といいましょうか、目的のために活動されるわけです

ので、そこの中にも地域協力隊の人件費相当を上げた方がいいんじゃないかというご

意見だったというふうに思っておりますけれども。ただ、そういった勤務条件が違う

のでどっちみち現場では一緒に働いていただきますけども、地域協力隊もですね。表

のあり方としてはこのように提案させていただいたと整理の仕方をさせていただいた

ということでご理解いただければと思いますが、試算の経費の関係ですから、それ入

れても別に構わないと思いますけれども。この表とすればそういう内容としてご理解

いただければというふうに思います。 

○山本委員長  久代副委員長。 

○久代副委員長  関連してですけれども、いわゆる経営試算として出す場合には、

人件費として町が地域おこし協力隊の人件費を払っているわけだから、やっぱり一つ

の事業所の収支として、そこを地域おこし協力隊の待遇は幾らでどうなっているかと

いうことも明らかにして、やっぱりかかる人件費はきっちり出す方がいいじゃないか

なというふうに私も思います。これから将来地域おこし協力隊という制度がずっと道

の駅に張り付くのかどうなのかということも含めて。今たまたま地域おこし協力隊の

人がそういう仕事をされておるけれども、やっぱりいろんな地域おこしの協力隊のや

り方があるわけだから。必ずしも次年度から地域おこし協力隊の人がそこに勤めると

も限らないと思うんですよね。ですから、やっぱりこれは出と入りをきちっと明確に

して、とすれば地域おこし協力隊の人がですね幾ら年間人件費として必要なのかとい

うことになれば、当然この金額3,182万7,000円から増えるわけですよね。増えて入

りは入りとして経費は経費として、要するに人件費がどれだけかかっているかという

ことも1番店舗業では人件費ですからね。基本的にレストランにしても。そこはもう
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ちょっとシビアに試算をきちっとされるべきだなというふうに思いますけれどもね。 

○山本委員長  木下企画課長。 

○木下企画課長  ご発言の趣旨はよくわかります。ただし、先程副町長からもあり

ましたように M･A さんの職員として採用されるということでのこの経営試算の中の数

字と地域おこしの町で採用する部分のものをですね、明記は別段ではしたいと思いま

すけども、これを入れてしまうとですね、M･A さんの経営収支がどうなっているかと

いうところが見えにくくなる部分もあるんじゃないかと思いまして、私は思いますの

で。今人的支援はお2人分については役場から派遣をすると、それ以外の部分につい

ては M･A で採用いただきながら、この部分は役場が払うこの部分は M･A で持ってい

ただくというなかで、最終ページの収支のバランスを取るんだというふうな計画を出

しておりますので、これを歳入にも入れ、支出にも入れというふうな形になってくる

のかなと思いますけれども、それが明確に入れて同じことなのかもしれませんけれど

も、こちらでもわかるのかなというふうに思っておりますが。 

○山本委員長  大西委員。 

○大西委員  M･A さんは M･A さん独自で採用しなるのは地域おこしの2人だけで、

それ以外は全部 M･A さんが採用するわけでしょう。だからやっぱり M･A さん全部人

の人件費から全て見て経営をやるような形になるわけですね。だからその中で駅長さ

んと事務員さんは町が負担すると。であるならばその地域協力隊、私も思ったのが、

ずっと続くならいいですよ、地域協力隊の体制が。途中でもしやめると、こういう事

はあまり言ってはいけませんけれども、なった時はどうするんかなと。その時やはり

1人補充しないと運営成り立たないいう場合も出ますわね。人件費は人件費として、

横のところでも結構なので、やっておいた方があくまで経営するんですから、利益を

追及して黒字でなんぼださないかんじゃないと思うんですけれども、やっぱりプラス

アルファーも見えない利益があると思うんでね。だから、かかる経費はきちっとしと

かないと、そしてもう一つは月々きっちりと決算しないと、終わって3月に決算する

んじゃなしに、毎月毎月何人来てなんぼ売上げてやらないといけないと思うんです。

その中でやっぱり人の関係、当然波打ちますから休んだりとか、また補充しなければ

ならないプラスアルファーで。要するに経営というのはそこで生き物ですから、やっ

ぱり変化がありますんでね。だから人件費は私の場合は人件費は人件費としてかっこ

でもいいので、かかる費用は全部出した方がいいんじゃないかなとは思います。ただ、
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申請とか補助金の関係とかであるならば、またそれはそれとしてですけれども、もし

なかったらきっちりすべきじゃないかなと思います。 

○山本委員長  中村副町長。 

○中村副町長  おっしゃられることはその通りだというふうに思いますが、あくま

でもこの表は M･A という企業体としての運営の数字でありますので、両方必要だろう

というふうに思っておりますので、道の駅全体としてどれだけかかっているのかその

うち人件費がどれだけかかっているというのは当然必要だろうというふうに思ってお

りますので、M･A さんの事業については抜いたもので、それと町全体として道の駅が

どう数字が動いているかというところはですね、やはり地域協力隊をプラスした形の

中の人件費を加えた形で、表を整理していかないといけないのかなというふうに思い

ますので、M･A さんの方で例えば給料も出してない地域協力隊をですね、自分の経費

の中の毎月の経費の動きとして出すという事はやっぱりおかしいかなというふうに思

っておりますので、数字の出し方、出し方と言えば表現が悪いかもしれませんが、見

方によってはですね人件費を加えた形の地域協力隊の人件費を加えた形での表と言い

ましょうか、数字というのは、当然必要だろうというふうに思っておりますので、そ

の数字も当然わかってきますので、その中で整理をしていきたいなというふうに思っ

ておりますので、両方分かる形では行っていきたいというふうに思います。 

○山本委員長  久代委員。 

○久代副委員長  ですからね、確かに M･A サービスとしてはこの試算表を出される

かもしれませんけれども、我々は町の議会としていろいろ聞きしとるわけで。ただ 

M･A サービスの経営だけでなく全体として、だから地域おこし協力隊の人がいなくて

は経営が店舗経営ができないと。でしょう。だから地域おこし協力隊の人を派遣する

わけでしょ。他にもいっぱい仕事があるわけですから。地域おこしの仕事は。だけど

もこの店舗にやっぱり行ってもらって仕事してもらわないとだめだという理由からや

っぱり派遣しているわけだから。そこは町としてはきっちり地域おこし協力隊の人件

費は幾らかと。2名なら2名で幾らかということと、やっぱり同じ職場の中で店舗経営

をされる人はやっぱり一体となって取り組まれないと、片方は地方おこし協力隊で片

方で M･A だと、みたいな形ではうまくいかないと思います。従業員同士の中でも。そ

こはやっぱりきっちり待遇も含めてやっぱり統一したことをやっていかれないと、店

舗経営というのはそういう意味ではきっちりローテーションのことも含めて、しっか
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り計画を練っていって欲しいと思います。以上です。 

○山本委員長  古都委員。 

○古都委員  今日はここに書いてあるように M･A の経営計画を出せと言う要請をし

てあるわけですから、これでいいと思うので、副委員長言われるのはまず全体的なこ

とでありますので、それはまた別の機会に相対的な議論をすればいいと思うので、今

回は多分、委員長、M･A の計画を求められたということでしょう。 

○山本委員長  坪倉委員。 

○坪倉委員  確かに M･A の経営試算なのかもしれませんけれども、先程言われまし

た M･A が他の部門も管理するわけですよね。人件費をかけて掃除したりいろいろな管

理をするわけですんで、やっぱりその辺はある程度勘案すべき、ここの議論としても

勘案すべきだと思いますし、もう一つは運営費というか売り上げの方なんですけれど

も、レストランの使用料、それから加工施設の使用料、これらが収益として入るわけ

ですけれども、これらあたりの試算が当然 M･A の試算には入らないわけですけれども、

地域おこし協力隊の人的派遣等も絡めるとすれば、その他の収入が幾らあってそれが

どれだけ全体管理費に回せるかというところも、当然運営協議会としては試算がない

といけんと思うわけですけれども。レストランや加工施設、朝採れは使用料はとられ

ないかもしれませんが、その辺りのその他の収入としては県の委託金もあるでしょう

し、どういう状況なんですか。 

○山本委員長  浅田専門監。 

○浅田専門監  先程言われたように、これからテナント料については、工事が済ん

だ時点で当然しっかり計算して出します。今の一応試算の部分は本人といいますか、

それぞれの当事者の方にはこれぐらいになろうかというような数字は言っていますけ

れども、正式なものはまだ言っていませんが。それともう一つ先程言われたトイレ当

のですね清掃委託、こういった部分もですね今鳥取県さんの方と、そこは管理自体が

鳥取県さんの施設ですので、そちらの方とどれぐらいの頻度で掃除をするのかとかで

すね、そういった部分も含めて今詰めておりますので、これからですねトイレの清掃

委託等につきましても、どのような形で出すかというようなところを今話し合いをし

ておりますので、またお示しできる段階なりましたら、その部分についても清掃委託

についてもお示ししようかと思いますので、ご理解いただけたらと思います。 

○山本委員長  坪倉委員。 
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○坪倉委員  県の委託料はともかくとして、加工施設やレストランの使用料あたり

がこれまでに詰めていないというのは非常に不可解ですね。民間業者が自分が商売す

る場所代がなんぼいるのかわからんのに、されるというのは本当に町が絡んでおられ

るので、安心をされておるのかもしれませんけども、本当に民間ベースからすると考

えられないことだと思うわけですけども。非常にそういうことからしても、M･A サー

ビスの経営試算が本当に妥当なものなのか疑念があるんですけども。例えば店舗で売

るものについて、生鮮野菜のように生産者が持ってこられて、いわゆる委託販売する

ものと買取で販売されるものの品目なり量というのはどの程度積算されていますか。 

○山本委員長  生鮮が15％、加工品が20％というふうに％がここに書いてあります

が、それではなくてもっと詳しいものという。坪倉委員。 

○坪倉委員  関連して、特に米の扱いについてはどういう、この売上1,500万でし

たかいね、どういう扱いなるんですか。あくまでも農家が持ってきたものだけという

ことなんでしょうか。 

○山本委員長  青葉農林課長。 

○青葉農林課長  精米の関係ですけれども、現状この7％という利幅といいますか、

利益率につきましては、現在エナジーが今やっております JA からの仕入れ分を加工

して販売するという仕組みの中からですね、数字7％というものをはじき出していま

すので、考え方としては米も加工品という取り扱いをいたしますと20％の率を適用す

ることになりますし、それから現実的に仕入れておるということになりますれば、そ

れよりちょっと高めに設定はできるという想定はしておりますが、現状的には今回の

試算値の中では低い方をとってあるという具合にご理解いただいた方がいいと思って

おります。これは JA からの仕入れをした利益率を今ここは使っております。 

○山本委員長  坪倉委員。 

○坪倉委員  私が質問しているのは手数料率ではなくて、実際1,500万売り上げの

中身として、農家から例えば5㎏袋10㎏袋で持ってこられたものだけを想定されてお

られるのか、或いはエナジーのように農協から仕入れられるものがあるのかないのか。

あるとすれば、その割合は実際この1,500万の売り上げの中で、どう想定されておら

れるのか。それは生鮮野菜についても同じことで、民間業者が本当に M･A サービスの

本気度がわからんですよ。こういう9,800万売上るとありますけれども、去年の2月1

月かあのころ示されたものとそう大きく変わっていない。入場者数30万人来てこれだ
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けの売上を目指されるということと。本当にこれが現実に即したものなのか本当に

M･A サービスがマーケティングをして、農家の栽培状況確認してきちんともっと深く

根掘りをされた経営試算なのかどうなのか。そのことによって町費負担も当然変わっ

てくるという心配もあるわけですから。その辺の経営試算のもっと深いところについ

て説明をいただきたい。根拠について。 

○山本委員長  青葉農林課長。 

○青葉農林課長  米については売り方は何種類があるということで今協議をしてお

りまして、玄米の今摺りで売る場合には農家からの仕入れ本体仕入れをしてやろうと。

委託でなしに。5㎏、10㎏の商品展示をして販売する部分については、委託販売とい

う形を取りたいということで整理をしておりますが、その数量については、現状的に

はですねまだその農家の手上げの部分の情報がもう少し入りますので、試算値として

使ったのは仕入れをして販売した時の利益率を入れております。非常に低い数字だと

私は思っておりますので、これより高いものにはなろうかという具合には考えており

ます。 

○山本委員長  坪倉委員。 

○坪倉委員  何度もすいません。手数料率のことを言っているわけではなくて、例

えば1,500万、何ｔ売る根拠なんですか。玄米洗米含めて。生鮮野菜についても同じ

ことです。加工品や工芸品についても同じことであって、幾ら売る計算、金額は出て

おるんですけれども品数。もっと言えばカーボンオフセットの1円についてもこれで

年間何万円、何十万円になるのかというところも響いてくるわけなんですけれども。

本当にこれ民間の商業者がされた試算なのかと本当に疑問があるんですけども。その

辺もう少しこの経営試算の根拠について明確に出していただきたいと思います。 

○山本委員長  中村副町長。 

○中村副町長  議員の質問の内容についてはよく理解できておりますし、積み上げ

たものを考えたいと思いますが、今それぞれの出荷者の段階の米ではなくて、野菜の

方でどういう品物が何パックいつごろ出せるというのを積み上げておりますので、基

本的にはそれを単価をかけていきながら、詳細については積み上げていかないといけ

ないというふうに思っておりますが、そこまでまだ至っていないというところであり

ますので、次回に向けてきちんと説明さしていただきたいと思います。 

○山本委員長  村上委員。 
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○村上委員  だからそういうことがあるので、なるべく早い段階の中で運営協議会

を立ち上げられて、そこの中でしっかり精査をされながら、次回ぐらいにはちゃんと

した数字的なものの根拠も示していただきたいと思います。 

○山本委員長  坪倉委員。 

○坪倉委員  ですから、本当今回示された経営試算というのは、先程副町長も言わ

れましたが、積み上げたものじゃないわけですよね。大ざっぱにこの程度はあるだろ

うという期待値だろうと思うわけですけれども。本当に生産者を一件ずつ回ってどう

いう集荷が見込めるのか。入場者数をどれぐらい見込んでおられるのか、その辺につ

いて本当にマーケティングがされていない。マーケティングが反映されていないと思

うんですよね。ですから、この試算を本当に机上の空論だと私は理解せざるを得ない

わけですけれども。例えば入場者数はどれだけ見込んでおられますか。 

○山本委員長  重複するかもわかりませんが、2番目としておりますけれども道の

駅日南出荷者協議会についてということの説明も受けた後に、もう一度質問を質疑を

させていてきたいと思いますので、青葉課長説明をお願いいたします。 

○青葉農林課長  タブレットの方の資料に A4の1枚にまとめております。道の駅日

南出荷者協議会の動きと今後の予定というペーパーを用意しました。これにつきまし

ては、道の駅に絡めて出荷者協議会、要するに農家の皆様方にどういう段取りで現在

きておるかということをまとめました。左側に日付を入れております。実際に実施を

して参った経過でございますが、今回この予定表を持ってまちづくり協議会のですね

まち懇談会がございますけれども、まちづくり懇談会でも状況説明をしようというこ

とで、それに向けて作成をした資料でございます。この内容については、今度11月の

26日に第2回の出荷者協議会の定例会を開催するようにいたしております。その席上

でですね農家の皆様方にもご説明申し上げて、方向性を共有して参りたいと思って作

った資料でございます。今回2回目の定例会を開催するにあたりまして、ご提案とし

て生鮮部会、食品加工部会、手芸部会というように3つの部会を作ってですね、それ

ぞれで必要事項の検討をしながら進めよという具合に考えております。それで真ん中

に課題と対策ということでございまして、これは出荷を道の駅に出荷をするというス

タンスで農家サイドの考え方をまとめたものでございまして、特に魅力ある店舗、豊

富な品揃えというようなところから、個性を活かす取り組み、姿とはですね、スーパ

ーとは違う魅力とはというようなところを詰めて参りたいという具合に思っておりま
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す。それに従いまして、今後必要となる行動アクションというのが今度右側にですね

書いておりますので、これは考え方を整理したものという具合にご理解をいただきた

いと思いますが、特に今回出荷者協議会の方に手上げをしていただきました皆様方に

ついては、現在それぞれのですね年間出荷計画というものを取りまとめをしておりま

す。どなたがですね、いつ頃に何が出せるかというようなところの基礎的なものを今

集めておりますけれども、これをもう少し品目的には広げていきながら、それから近

くのご近所の農家の皆様方に声をかけていただいてですね、品数を増やしていただく

というようなことをしたいと思っています。先程のですね、経営試算ともリンクする

お話なんですけれども。現在相当取りまとめができておりまして、季節ごとに数量は

ざっくりは把握できるところまでまとめておりますので、これにですね数量をもう少

しまとめてから平均販売単価をかけますと、先程の数字にですね根拠が出てくるもの

になるのかなという気はしております。ただ、そういう流れの中で農家の方には是非

とも道の駅直売所を活用していただくという事を、今度のまちづくり協議会の方にも

お願いをしていこうという具合に思っています。それとですね、もう一つは単価設定

でありますけれども、単価につきましてはなるべくあまり安くしないてくださいとい

うお願いをしております。販売を安く設定をいたしますと道の駅としてもですね、安

いという評判が良いだけではないというところもありまして、農家の皆様方のですね、

しっかりとした手取りを確保するということも必要と思っておりますので、品質を上

げていただいて市況に合わせたような価格では、商売といいますか、販売をしていた

だけるような仕組みをしたいということでお願いをするつもりでおります。特に木工

品それから食品加工品につきましては、相当量の品揃えができるんではないかという

具合に感じています。そういう内容で今下調査をしておるということと、それから右

側のですね新たな消費の開発というところで、消費者目線の商品化ということをお願

いをしようと思ってまして、一つは新鮮と、もう一つはサプライズというようなとこ

ろも訴えないと、特徴が出てこないというようなところも話をしようと。それからそ

ういうような商品づくりを進めていきたいと考えておりますし、それから日南町もブ

ランド化という言葉を叫んでから長いわけでございますけれども、一つ一つの商品自

体ですねそれが遜色あるものではないと私は考えておりますので、あとは皆様方が良

いものだという具合にご理解いただいてですね、それの商品化が数量の増というとこ

ろの商品化が進んでいくことを段取りをしたいという具合に思っております。新しい
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ものの開発も今進めておりますけれども、それ以外に今ある商品のステップアップを

していきたいと思っているところです。食のバザール等でテストマーケティングして

いただきながら、今進めておりますが、そこで毎回出していただいて、定期的に出し

ていただいておりますものについては、今後少しデザイン力とかそれからパッケージ

の関係とかそういうところの支援をして商品価値が高まるようなものへというような

お願いをして行こうと思っております。それと地方創生の方向性の中で、特産開発に

意欲ある農業者支援というようなところにもコンセプトで持っておりますので、その

あたりの事業者の皆様方を強力に支援というような形を作って参りたいと思っていま

す。それとあとは道の駅の直売所を広くアピールしていくということで、ホームペー

ジそれからその他の情報発信機能あたりも整備をするというようなことや、生産者の

皆様方へ販売状況が確認できるシステムを実は用意をしたいと思っておりますが、受

けていただく皆様方がメール機能とかそういう受診機能もちょっと勉強していただき

ませんといけんなということで、すでに先行されておられる方もいらっしゃいますの

で、その辺の底上げも改めてやっていきたいと思っております。以上でございます。 

○山本委員長  ただいま説明をしていただきましたが、質問ご意見ございますでし

ょうか。近藤委員。 

○近藤委員  一つ、出荷者協議会の方の内容の中身と今の状況についてお伺いしま

すけれど、実際予定物の収集を取りまとめておられるということですけれども、そう

いった中で高齢者の方、今までそういった販売目的でなしに作っておられる方もこの

度ターゲットにして、道の駅に出店してもらえばというような取り組みの一つの方向

性としておっしゃられておられましたけども、そういった予定物の申告をするのに負

担に感じておられる高齢者の方の声はなかったですか。自分の耳にはそういった、そ

げなこと言ったっていつ何ができるかわりゃせん。うちは畑できたものを採ってきて

入れてくよったほどだけ、6月に何ができて、9月に何ができていうのがわからんやあ

な。それが億劫で、わしゃもうやめようかいうような声を聞いたもんで、そう言った

方の手立てというのかな、そういった方も救ってあげないと、脱落される方がおられ

るんじゃないかなというふうに危惧したもんで。それと新しい作物を要するに作って

もらえるようにしてもらいたいというような話がありましたけど、そうした場合ある

意味栽培技術の指導みたいなもんも、当然いりゃせんかなと思うんですけど。そうい

った任は誰が負われるのかちょっとお伺いしたいと思います。 
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○山本委員長  青葉課長。 

○青葉農林課長  最初のお話はですね、全くその通りでございまして、今の確認を

してもですね、ちょっと記入していただけない方もいらっしゃいます。それと何でも

作ったものをできたときにというお考えはそんなに間違いではございません。我々が

ことを急ぎ過ぎとる部分があるのかもしれません。農家にすれば、やっぱりこれなら

喜んでもらえるもんができた時が出荷する時期だという具合にお考えの方もございま

すので、あえてあんたなんぼ出しなるだやばっかりは言われないんですけれども。一

番今後進める方向としては、隣の人とですね見てですね、いいの作っとんなるな出し

てみななんかやというアクションが一番大事だと思っていますので、なかなか試算が

できにくい要因にはそういうこともございます。ただこの時期には出せるよというよ

うなデータはいただいておりますので、大事にして参りたいという具合に思っており

ます。それと新しい品目についてということですが、現在道の駅あたりの消費者のニ

ーズというのは非常に多岐にわたっておるというのが世の常識のようでして、新しい

もの何かは消費者の方が知っておられて、日南町にはこれはないだかやというような

問い合わせもあろうかと思っております。そんな中から、やはり栽培講習会というの

は今後やりたいと思ってます。栽培講習会と、もう一つ必要なのは先進例なんかを聞

いてみますと、苗を直接農家さんにお届けして、少量ですよ、少量お届けしてこれを

作ってくださいと。これを作っていただくための栽培レシピ、栽培暦みたいなものを

ですね、そういうものも提示しながら推進していくという方法もあるという具合にこ

の間伺いましたので、そういうやり方もいいかなと。やっぱり女性の方は苗が来ると

可愛いもんですから、どこかに植えていただけるんじゃないかという感覚に頼った推

進にはなろうかと思いますが、やはりそれは消費者が求めているもんだということで

進めていきたいと思っているところでます。それと普及推進についての栽培講習会あ

たりはですね、やはり今は日野の普及員さんをお願いをしようという具合には考えて

います。 

○山本委員長  その他ございますか、近藤委員。 

○近藤委員  最初に質問しましたけれども、通販に関してですけれど、品揃えに予

測がつかないので通販が今ちょっと考えていないというような話でしたけれども、今

までの話を聞いてみますと、米等については要するに限定品目でも通販に携わるとい

うことはないのかということです。今はっきり言って米と水はお店で買うものではな
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いというような話がある。要するに重たいものは店で買ってかえるものではない。配

達してもらうものだというような風潮があるわけでして。大変町内の方と競合する面

もあるかもしれませんけれど、米などは結構安定的に供給できるんじゃないかなと思

うけど、そういった面からでもスタートされる考えはないのかというのをもう一度を

伺いしたいと思います。 

○山本委員長  青葉課長。 

○青葉農林課長  今後の課題と対策というところに商品を売り切る対策というのを

1項目上げておりまして、その中にですね町内流通とボックス便と事業者というよう

な記載をしております。このボックス便といいますのが、どちらかというと通販の世

界を想定をしております。季節季節の野菜を詰め合わせにして送るという仕組みなん

ですけども、各地の道の駅でもやっておりまして、受注があれば送れるという仕組み

なんですけれども。これをどうしても商品が同じものがだぶつく時期があろうかと思

いますので、そこを集中的にやってみたらどうかというような取り組みは考えており

ます。これができるかどうかは事業者それから情報案内のやり方にはなろうかと思い

ますけれども、浅田専門監は先取りしてしまわないといけないということを言いまし

たけれども、そういうもののない時は難しいですけど、夏野菜等潤沢にある頃時はで

すね、やはりそういう販売手法は組み立てて活用していきたいと思っているところで

ます。 

○山本委員長  その他ございますでしょうか。久代副委員長。 

○久代副委員長  地域おこし協力隊の、先程からちょっと気になっているんだけど

も。総務省の補助金、国の交付金を受けてそういう制度になっておるわけだけれども、

その任期が何年間なのかということと、もう1度ちょっと確認させてください。確か3

年、最長3年だったと思うんですけれども、今後もこの地域おこし協力隊の人を日南

町に来てもらって、道の駅の直売所に販売支援員として派遣をする考え方なのか、地

域おこし協力隊の人に。その任期が済めば当然今度は事業所を、言えば M･A サービス

が直接雇用するのかどうなのかということも含めて、当事者の方も将来自分の仕事が

どうなのかということも含めて、やっぱりある程度整理されておかないといけないじ

ゃないかなと気になっていますので、よろしくお願いいたします。 

○山本委員長  中村副町長。 

○中村副町長  おっしゃられる通りだと思っております。基本的に制度上は3年間
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が最長だと思っておりますし、丁度今お越しいただいているお2人については、来年

度が3年目ということでありますので、基本的に彼らという意味ではなくて協力隊も

含めて研修生も含めてですが、基本的には定住につ繋がりたいというふうに、繋げて

いきたいというふうな想いがありますので、ちょうど今の2人についての来年度以降

については、もちろんご本人の考え方が最優先でありますけれども、その辺を鑑みな

がら将来その次の展開については、どういう形になるかは検討していきたいというふ

うに思っておりますけれども、現時点では仮にですが、その次次を協力隊でというこ

とで求めているわけでありませんので、今回ちょうどこういう機会、機会じゃないで

すけれど、事業進捗の場に当たっておりますし、ご本人のお気持ちもその方向であっ

たので、現在の形になっておりますけれども。ですから、最終的には来年度以降の来

年度に入って最終的にはご本人の意向ということを最優先の形の中で動いていきたい

というふうには思っとります。 

○山本委員長  雇用の形態はどうなるんですか。28年度が終わって続けて勤めてい

ただく時の形態。 

○中村副町長  それは本人の意向も含めてですね、という形になろうかなというふ

うに思っておりますので。ですから仮に町が制度上では協力隊という形の身分を継続

するということはできないというふうに思っておりますので、状況に応じては直接町

という形になるのか。多分 M･A という形になるというふうには思っております。 

○山本委員長  今の話は任期が終わった後に、町が引き続き勤められる場合は、町

が費用給与を支払いをされるのか、M･A サービスの職員となって M･A サービスで給料

を支払われるのかということです。 

○中村副町長  それについては今後の話になりますけれども、継続でその場所でと

いう形になればですね、基本的には M･A という話の身分ですね。身分上は町ではなく

て M･A の社員としての立場になるというふうに思います。ただそれに対して町が支援

するかしないかというのは、また次の段階の考え方となっておりますので。ですから

来年度動きを見ながらですね、ご検討していただくという形になると思います。 

○山本委員長  久代副委員長。 

○久代副委員長  ですから、地域おこし協力隊の人も含めて4人は常時直売所に必

要だと。駅長と事務員さんと地域おこしの人も含めて、やっぱり人員が配置しないと

回っていかないということは、やっぱり想定されたローテーションになっているとい
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うことを、やっぱりもっとシビアにきちっと計算された方が、それは M･A サービスさ

んの為にもね、必要じゃないかなというふうに私は思いますのでよろしくお願いいた

します。 

○山本委員長  中村副町長。 

○中村副町長  道の駅のですね、運営状況を見ますとやっぱりある程度の人数は当

然いるんだろうというふうに思っておりますので、今日お示しした全体の人数体制は

必要なものだというふうな理解をしておりますので、あとは実績を見ながらという話

になると思いますけれども、最低限はそこは必要な人数だろうと思っております。 

○山本委員長  古都委員。 

○古都委員  ちょっとお聞きすればと思うんですが、その集荷ですね。生鮮野菜の

集荷。これは、庭先集荷もされるんですかされないんですか。それとを以前の話の中

では集荷日は火・木・土というような発言もあっておりますけれども、極端なことい

うと月水金の商品は一日過ぎたものというふうになるんですけれども。そこらへんは

どうなんでしょうか。 

○山本委員長  青葉課長。 

○青葉農林課長  庭先集荷についてはですね、必要だという気持ちは持っておりま

すということで、お話はさせていただいております。ただ、このシステム自体ですね、

お金をかけるシステムになる可能性がありますので、その部分については M･A さんは

将来的にはそういう取り組みをやりたいという以降は聞いております。ただし、そこ

には費用が発生します。その費用はお願いをされた農家さんが、費用負担という形で

整理すればすぐできそうなんですけれども、それではやはりどうなんでしょうかとい

うのがありまして、やり方はもう少し時間を取らないといけませんので、今は実際持

ってきて展示していただくという仕組みを一応原則にしてありますけれど、近い将来

持って出んと、いうけどいいものを作っておられるというような状況も多々出てくる

と思いますので、その時にはちょっと考えていきたいと思っております。それと火・

木・土のお考えがですね、ちょっとよくわからないんですけれども、火・木・土とい

うのはですね、多分間違えだったら申し訳ないんですけど、朝どれの出荷日がですね

今、月・水・金なので私はお願いしておるのは火・木・土は道の駅に出していただけ

る産物がありませんかというお願いをしたことがございます。その話なのか、一般の

農家さんは火・木・土は全然関係ありませんので、自分が設定した日に出荷をされる
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という具合に考えます。土曜日曜あたりに集荷がですね集まるような仕組みにはした

いと思っておりますが、生産者の出荷量出荷時期に合わせてご本人が決定されるもの

と思っています。ただ、何べんも申し上げますが朝どれ野菜の生産者の皆様方にはで

すね、火・木・土は出荷日でございませんから、その日には道の駅に出荷をお願いで

きませんかというお願いをしたということです。 

○山本委員長  その他ございますでしょうか。坪倉委員。 

○坪倉委員  直売所の基本的な考え方、町内外に PR するコンセプトなんですけれ

ども、道の駅全体としてはここに地方創生とか環境貢献とか書いてありますけれども、

農産物直売所はどういうことを目玉として運営されようとしているのかということに

ついて伺いたい。例えば内子町のからりは、定期的に残留農薬の検査をされたりして、

安全安心を前面に出している。それから、三次のトレッタみよしは、市内産のものし

か出さないということで地場さんを強調されております。日南町の直売所はどういう

コンセプト基本理念で運営されようとしてのか。その辺は M･A サービスの意見もあろ

うかと思いますけれどもどうでしょうか 

○山本委員長  青葉課長。 

○青葉農林課長  実際にはですね、道の駅全体で基本方針のところの真ん中に掲げ

ておりますけれども、基本理念のところに書いておる「つくる喜び、届ける喜び」と

いうのは生産者レベルの気持ちの整理だと。それから「手にする喜び」は買っていた

だく消費者の皆様の気持ちを表すと。それから「環境を守る喜びを育む」というのを

全体的な町が進めております環境の部分を表すということで、理念は作っております

けれども、道の駅自体はやはり「つくる喜び、届ける喜び、手にする喜び」というの

が一つのコンセプトだろうと思っておりますが、今のご指摘の場合は商品がどういう

ものなのかということだと思いますので、商品につきましてはやはり町内産のものを

ということは今考えておりますし、すべてを町内産という感覚が生鮮については全て

を町内産にしたいと思っています。ただ、加工品それからその他の販売物については、

4県4郡の連携の中から商品化という最初からのコンセプトがありますので、そちらを

使いたいと思っています。私はですね農家の皆様方にお願いするのは、一つは新鮮と

サプライズだということで、一つはこういうものもあるんですかというぐらい町内か

ら日南町にはこんなものがありますよという驚きも提供したいと思っています。あと

は安全安心とかですねそういう文言については、トレソベリティも今から農家の方に
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お願いしますからそれは多分どこも常識の世界になってくるので、それは売りにはな

らないと思いますから、当面は新鮮とサプライズでいきたいと思っております。 

○山本委員長  大西委員。 

○大西委員  あくまで M･A サービスの経営計画なので、ちょっと人のことを聞きた

いのですが、先程レストラン関係では8人ぐらい、人数は定かではないけれども、8人

ぐらいとか販売社員は4名のうちパートが3名とか、これから募集されるか米子の方か

らこられるのか、どのようなお考えなのかお聞きしたいんですが、雇用の面です。 

○山本委員長  募集状況ということですか。浅田専門監。 

○浅田専門監  これからハローワーク等で募集して、一般公募していくという考え

でございます。 

○大西委員  レストランの関係は M･A さんがするんでしょう。 

○浅田専門監  その通りです。すでにハローワークの方にはですね、届出はしとる

ということを伺っております。 

○山本委員長  その他ございますでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○山本委員長  そういたしますと、本日の委員会におきまして試算の具体的な細か

い数字ということを示して欲しいということがございましたので、その数字を示して

いただきたいというふうに考えます。それで予定をしておりましたが、意見交換会に

かかる検討整理表ということで検討する予定をしておりましたが、次回この数字を示

していただいた委員会の後にでもですね、協議をしたいと思います。本日はこれにて

委員会を閉じたいと思いますがよろしいでしょうか。坪倉委員。 

○坪倉委員  先程、委員長の方からも具体的な計算について改めてということがあ

りましたけれども、M･A サービスの経営試算についてももっと叩き上げたものが欲し

いんですけれども。道の駅全体の経営費、必要経費や収入や、例えばレストランの使

用料とか県からの委託料とか、そういったものを含めて全体的な経費、収入支出につ

いても示して抱きたいと思いますし、できれば M･A サービスさんの方にも出席をいた

だいて、もう少し具体的な話し合いができればというふうに思います。 

○山本委員長  また協議をしていただいて、出席につきましてはまた相談をして決

めたいと思います。以上でよろしいでしょうか。それでは大変お疲れ様でした。これ

にて会議を閉じます。 
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会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

平成    年   月   日 

 

委 員 長 

 

副委員長 


